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第1章 はじめに
自動車の運転席を見ると、ワイパーやヘッドライトなどのスイッチには、必ずそれを示すピクトグラムが表示されている。グローバルなマーケットを持つ自動車産業は、日本経済の大黒柱の一つであるが、もしこれらのスイッチが「ワイパー」「ヘッドライト」など文字によって表示されていたら、言語圏によって異なるものを作る必要があり、今のような輸出市場は形成されなかった。誰もが理解できるコミュニケーション方法としてピクトグラムが用いられたことによって、現在の日本の経済的繁栄があるといっても過言ではない。
それに加え、現在、技術の発展や情報化社会となり昔と比べ便利な世の中になってきている一方、まだまだ障害を持つ人や高齢者や子供や外国人には十分に快適な環境でないと思う。その現状を少しでも改善できたらと思い、「すべての人のために」という理念を掲げるユニバーサルデザインに興味を持ち、その中でも身近に存在するサイン『ピクトグラム』に以前から興味関心があったのでテーマに選び、ピクトグラムとは何かということを次から述べていく。
本論文ではピクトグラムについて研究を行う。本論文の以下の構成は次のようになっている。第２章では、本論文で使用するピクトグラムとユニバーサルデザインの定義と歴史について述べる。第３章では、看板や交通標識におけるピクトグラムの見え方と効果について説明し、第４章で、ピクトグラムが世界共通のサインになるための問題を提起しそれについて自分なりに解決案を述べ、最後に第５章で本文の結論を述べる。
第２章　ピクトグラムとユニバーサルデザインとは〈定義と歴史〉
２－１　ピクトグラムとは
ピクトグラム（Pictogram）は、日本語で一般に「絵文字」「絵単語」「図記号」などと呼ばれるグラフィック・シンボルの典型であり、意味するものの形状を使って，その意味や概念を理解させる記号である。ピクトグラムは原則として、学習なしにわかるものである。下地と図に明度差のある二色を用いて、表したい概念を単純な図として表現する技法が用いられている。主に道路標識や公共空間で使用され、文字による文章で表現する代わりに、視覚的な図で表現することで、言語に制約されずに内容の伝達を一目で直感的に行う目的で使用される。
ピクトグラムの歴史としては、人類最初の絵として知られるフランスのラスコーやスペインのアルタミラに代表される洞窟壁画にその起源を辿ることができる。
その後、壁画や絵は象形文字（ヒエログリフ）や甲骨文字を生み出し、永い時間を経て単純化され表意文字に進化してきた。日本における家紋のような、デザイン技法は様々な時代と場面で使われてきていたが、最初に具象として体系的に利用したのは、絵文字のパイオニアといわれるオットー・ノイラートである。彼は１９２５年にウィーンの展示館の運営のために一般の市民にも分かりやすい図表を作成したいと考えアイソタイプ（International System of Typo-graphic Picture Educationの略称）と呼ばれる絵文字体系を作り出した。アイソタイプという言葉はギリシャ語で〈常に同じ型を使用する〉という意味である。統計図表や地図などにおいて、文字や数字のかわりにその内容や数量を視覚的に表現することができる。とくに比較図表において、同じ記号を連続的に並べる方法がよく知られている。
日本でピクトグラムが使用された最初の事例は、1964年の東京オリンピックの場で、日本の歴史上、初めて国家的行事として開催された最大の国際交流の場だった。それは同時に、ピクトグラムが言語の壁を破って国際交流に役立つ視覚コミュニケーション・メディアであることを、国内外に示すこととなった世界でも最初の事例となったのである。それまでのオリンピックの開催地は欧米に限られ、国際語としての英語・フランス語の表示により事足りてきた。だが東洋において初めての日本開催ということで、言語的な不安がささやかれ、それを解消するために万国共通の絵画的記号を採用したのである。アート・ディレクターの勝見勝氏がピクトグラムの使用を発案・開発・実施したのが始まりらしく、案内・誘導を必要とする競技種目と関連施設表示の約60種類のピクトグラムを制作し、それ以後国内外で開発され使われるようになり、ピクトグラムは広く普及していきた。東京オリンピックでピクトグラムの採用を思いつかせたのは、日本の紋章の伝統が背景にあったからだと勝見氏は言っている。
また、勝見氏の当時の目標のひとつに、リレー方式がある。国際行事のたびごとピクトグラムの使用をリレーしていこうという主張である。これには、二つの意味が込められており、ひとつは東京オリンピックを機に日本でスタートしたピクトグラムデザインの成果を万博のそれと合わせて国際社会に開放するので、バトンのリレーのように使っていこうというもの。そしてもうひとつは、形が変わろうとも、ピクトグラムによる表示伝達方式そのものをリレーしていこうというものである。
その後も国際行事の案内のサインとして使用されるようになり、少しずつ世界の人々に認知されるようになり、現在では多くの建築物や施設で使用されている。ピクトグラムでよく知られているものとして非常口のサインがあり、これは国際規格のISO（世界標準化機構）に組み込まれ、国際的な標準になった。他にもISOが定めた世界標準のピクトグラムがあり、現在全部で５７種類存在する。国内においては、ＪＩＳ（日本工業化規格）で「標準案内図記号」として125項目が策定されており、そのうちの104項目がＪＩＳ化されている。
さらに、現在では家電機器の機能や商品の安全性や特徴を表し、人型のピクトグラムを「ピクトさん」というキャラクターとして、様々なピクトグラムを集めた本が出版され、関連グッズも販売されるなどしている。
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図１．アイソタイプ　　　　　　　　　　　　図２．東京オリンピック（1964年）
２－２　ユニバーサルデザインとは
わが国ではさまざまな障壁を除去するという意味の「バリアフリーデザイン」が福祉の街づくりのなかで基本的な考え方として用いられ、少し前によく耳にしていた。「使いづらい」あるいは「使うことができない」人々のための、バリア（障壁）をフリー（除去）にするということで「問題解決型」のデザインである。しかし、これまでのバリアフリーデザインで対象としてきたのは主として車椅子使用者や視覚障害者のことを考慮した程度であった。ある人の不便を解消するデザインは他の人にとって何の役に立たないどころか、かえって新たな不便を生む可能性もある。バリアフリーデザインのもつ個別の解決という限界を超え、新たな使いやすさや魅力的な空間機能を生み出すことをめざし一つのデザインがあらゆる面において、すべての人のためにあらねばならないという必要性が高まった。そのため最近は「バリアフリーデザイン」にかわって、「ユニバーサルデザイン」という言葉がよく用いられるようになった。
ユニバーサルデザインの考え方は最初、1990年代初頭、米国で社会的にも話題となった「ADA法（The Americans with Disability Act～障害を持つアメリカ人法）」の議会通過を契機に起きてきたものである。そしてそれは、アメリカの北カリフォルニア州立大学ユニバーサルデザインセンターの所長であったロナルド・メイス氏が1990年に提唱したものである。
次に、ユニバーサルデザインの7つの原則を紹介する。
· だれでも公平に利用できること
· 使う上で自由度が高いこと
· ユーザーの経験や知識に関わらず使い方が簡単ですぐ分かること
· ユーザーの知覚能力等に関わらず必要な情報がすぐに理解できること
· うっかりミスや危険につながらないデザインであること
· 使う上で身体的負担がすくないこと
· 接近し使用するためのサイズとスペースが適切であること
ピクトグラムは使い方が簡単ですぐ分かること、必要な情報がすぐに理解できるきることのユニバーサルデザインの二つの原則に該当している点で、ピクトグラムは代表的なものといえる。
近年、特に高齢者や障害者の生活の質（QOL：Quality Of Life）の向上の必要性が指摘されているが、その前提としてユニバーサルデザイン化が不可欠である。ユニバーサルデザインは、高齢者や障害者の社会参加を促進するのみならず、子育てを行う女性の生活空間をスムーズにするという点で少子化対策を少なからず支え、また、性別や世代を超えて利用できるという点で省資源化にも貢献する。さらに、地域社会の国際化が発展する中で、外国人に対するユニバーサルデザインの必要性も指摘される。これらのことから、ユニバーサルデザインは、「少子化」「高齢化」「障害者福祉」「国際化」「省資源化」に関連した総合的に優れたものであるため社会的に必要である。

社会のすべての人々が、自由に社会参加を行い、自己実現できる社会を形成していくためには、ハード面（施設面・制度面）だけでなく、ソフト面（意識面）におけるユニバーサルデザイン化が必要不可欠である。したがって、我々一人一人のユニバーサルデザインの社会的必要性について十分に理解する必要がある。
２－３　応用例
ピクトグラムである“絵文字”を単語とすれば、“絵ことば”は文章に相当する。
ウィーンのアイソタイプ研究所スタッフで、ノイラートの影響下にあったＣ．Ｋ．ブリスは、ナチスの迫害から身を守るためオーストラリアに移住し、その途中、中国の漢字の表意性を知ることになる。戦争によって人々が苦しむのは、言葉の違いによる相互理解の欠如が原因と考え、セマントグラフィ・ブリスシンボルと呼ぶ視覚言語を考案したのである。それは“ひとつの世界、ひとつの書法”をキャッチフレーズとする視覚的エスペラントで、アイソタイプと比べて形の単純化を進めた絵ことばのシステムである。わずか100種類ほどの基本単語であるグラフィック・シンボルを組み合わせて、いろいろな内容を書き表すことができるというものだ。
また、言葉の壁を乗り越えるために絵ことばの提案がいろいろなされているが、１９７１年に発表された太田幸夫氏の「新しい絵ことばLoCoS」は注目に値する。その年の７月に、ウィーンで開かれた国際グラフィックデザイン会議(ICOGRADA)の「視覚コミュニケーション」というテーマの中で、絵ことば＝ロコスを発表し、参加した西欧の人々に熱狂的な反響を呼んだ。ロコスは聖書に出てくるロゴス（言葉）になぞらえて作った造語で、Lovers Communication Systemの頭文字をとったもので、世界の人々が恋人同士のように理解しあうことを願ってつけられた仮称である。その特徴は新しい絵ことばとしての国際語とマンマシン・インターフェースとしての可能性の二つに要約できるが、他にも以下のような特徴もあげることが出来る。
1 表示内容を全体として把握しやすい。
2 構造が体系的で、内容の積み重ねが可能。
3 一音一字、一字一音式である。
4 綴りと発音が一致している。　　　　
5 音声と文字が相互交換できる。　　　　　
6 一単語を構成する絵素が少ない。
7 字形の識別がしやすい。
8 筆画が簡単である。少ない数の文字要素で打ち出せる。
9 人間にとっても機械にとっても、読み書きがしやすい。
10 学習しやすい。
ロコスの最大の特徴は、形と音声と意味の三者一致のシステムである。それらは、相互交換できる関係にあるので、形を見れば意味がわかり、同時に発音できる。逆に発音を聞けば形に表現できるし、同時に意味もわかるというわけである。
これが世界で広まっていけば、全世界の人と“絵”を介して意思の疎通を図ることができる画期的な発明になる。
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最近の事例として、医療看護支援ピクトグラムを日本で初めて旭川赤十字病院が本格的に導入した。これは、ベッドサイドに、移動、姿勢、食事、職員共有、排泄、飲み物の６区分２３種類の医療看護支援ピクトグラムを使用したインフォメーションボードを貼り、患者の日常生活や治療上の制限などにおいての情報を共有する手段となっている。また、アレルギーや宗教上の理由で食べられない食材の使用を絵文字で伝える食材ピクトグラムも開発され、今後導入展開が期待されている。
これからもピクトグラムを応用した試みがさらに増えていくであろう。
第３章　ピクトグラムの見え方と効用
３－１　フレームの意味
人間が受け取る情報のうち80%は視覚からの情報である。 視覚器官８３％聴覚１１％臭覚3.5%触覚1.5%味覚1％、と配分されていると言われる。そのため、視覚に関わる
情報というのは重要であり、その見え方によっても認識の有無や理解度も異なってくる。
現在の道路標識になる以前では、プレートに文字表記だけのものであり、東京オリンピックを機にわが国の道路標識は、１９４９年に国連ジュネーブ会議において制定された国連標識と呼ばれるヨーロッパの道路標識のものを基本として１９６２年に導入された。
標識のフレームを円形や三角形に区分して制定し使用してきた理由は、車のスピードとの関係によるものである。高速で走っていて、標識に近づいてから表示内容がわかるというのでは手遅れである。遠くからの遠望視に対して事前に必要な第一次情報を与えるために、標識の外形を大別して、それぞれの外形（フレーム）に固有の意味を与えたわけである。
円形には、“規制”とか“禁止”の意味が与えられ“注意”に関してはすべて三角形で表されることになった。ちなみに日本の場合は、円と三角形に加えて、菱形に“警戒”、四角形に“指示”の意味を与えている。
遠めに対して第一次情報としての規制とか注意を与えておいて、少し近づいてから何を規制し、何を注意するのかという細部の第二次情報を、中のピクトグラムによって表示される。そこに色彩が加わって、景観における標識の視覚効果が高められている。
　　[image: image3.wmf]　　　[image: image4.wmf]　　　　　　　　　　
　　規制・禁止　　　　　　　注意　　　　　　　　警戒　　　　　　　指示
　　　　　　　　　　　　　図４　道路標識のフレーム
３－２　色の効用
人は無意識のうちに色から大きな影響を受けている。「禁止」を表す図記号は、道路標識にその多くを見ることができる。例えば「駐車禁止」「横断禁止」などで、それは運転者のみならず一般歩行者にとっても重要な図記号である。現在の道路標識になる以前までは「右折禁止」と文字だけで表わされていたのが、形と色で表示されるようになったのである。そこで、「禁止」を表す手段としての赤い色をした丸の枠と斜め線が一般的なものになった。左上から右下にかけて斜め線の代わりに×印のものも含まれるし、また赤字に白い横棒一本線の進入禁止もある。赤の丸い枠と斜め線はアルファベットのＮ、つまりＮＯの頭文字から生まれたものなのである。
また、トイレのピクトグラムなどで「男性は青、女性は赤」の色分けは、色彩学では
色の識別性を利用した例である。識別性とは、対象物が複数ある場合の区別のしやすさを意味するが、それぞれのピクトグラムが象徴的な色と組み合わさることにより、私達は直感的に自分が入るべきトイレを区別できているのである。人は「色」からも様々な影響を受けるのである。
ここで、JISが「安全色彩使用通則」として定められているものを紹介する。これによると、赤 には 「防火・停止・禁止・危険」、緑は「 安全・非難・衛生・救護」、青は「 指示・用心」、黄は「注意」、黄赤は「危険・航海、航空の施設 」、赤紫は 「放射能」、白は「通路、整頓」、黒は「文字、記号」の意味を持つ。
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図５　駐車禁止　　　　　　図６　進入禁止　　　　図７　トイレのピクトグラム　
３－３　その他　　非常口サインができるまで
ピクトグラムの社会的役割を知る上でもっとも良い事例の一つが、非常口のサインであるが、そのデザイン作成のきっかけとなったのは1972年の大阪・千日デパートと73年の熊本・大洋デパートで、連続で発生したデパートでのビル火災だった。いずれも焼死者100人をこす悲劇的な惨事となり、国会でも取り上げられ、非常口を示す避難誘導サインが有効に機能しなかったのではないかと問題になったのである。それまでは、漢字3文字による『非常口』という表示だった。もしかすると、火災の際の煙で見えなくなった可能性があったのかもしれません。その結果、消防法の改正が行われ、3文字は巨大化し、施設の規模などに無関係に大型の非常口という文字の書かれた物になり物議を醸しだした。文字表記のサインは学習が不可欠なため、子供や外国人にはわからないし、“常”の様な画数の多い字は遠目にはつぶれてしまって判読できなくなる。そのため、漢字に代わって、ピクトグラムによる視覚的なサイン表示を研究・開発する必要性が強く意識されていったのである。それから、産・官学合同の委員会がつくられ、1982年から全国的に採用され始めた現行のピクトグラムによる、非常口のサインが出るまで待たなければならなかったのである。
新非常口のサインのピクトグラムは1979年に、一般公募により集まった3337点の中から、見え方の機能テスト、デザイン審査、心理テスト、煙の中での見え方の実験などを重ねて、入選一点に絞り、デザインの修正を加えてついに完成し、現在に至るというわけである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図８　非常口のマーク
第４章　ピクトグラムが世界共通サインになるために
ピクトグラムが統一され、世界中で使用されれば、社会のすべての人が自由に社会参加を行い、住みやすい社会になると考える。また、年齢、性別、言語に関係なく、さらに経験や能力も必要ない直感で分かるものだから、すべての人に関係するので統一されるべきであると考える。
しかし、ピクトグラムが世界共通サインになるためには、さまざまな問題が存在する。それは、多くの要因が関係しており、それらは大きく二つに分けられる。まず一つ目の要因としてピクトグラム自身としての問題である。景観保護の観点からピクトグラム設置にそぐわない場所・場面が存在すること、視覚に頼りすぎていて見られないと意味がないということ、色彩障害者（色盲・色弱）に対する色彩バリアフリーの問題も挙げられる。全てが標準化されていないので、さまざまなパターンが存在し、地域によっても独自のピクトグラムが使用されているために、逆にわかりにくくなってしまうケースも見受けられており、標準化と地域性との調和をどうするかが問題である。
二つ目に、採用する側である国ごとの問題である。経済状態が異なり貧富の格差が存在し、十分な資金を充てることができない国、採用されてない国があり認知度が低いといった問題が挙げられる。またピクトグラムの中には宗教・慣習などによる文化の違いのため同一の意味のものが国によって形が違うものが存在する。案内図記号は、今後の高度情報化社会を踏まえ５年後、１０年後にも適応しうるデザインの柔軟な対応が必要である。ISO規格でも、５年ごとの見直しが定められているが、実行された例はなく、デザインが時代とともに置き去りになってしまっている感がある。
４－１　ピクトグラム自身の問題点の解決策
視覚以外の他の感覚器官との併用を行う。例として、バイブレータの振動により触覚を用いて気づかせる。音声や警報といった音を使った聴覚器官との併用も考えられる。
色彩の問題は、目立ちすぎると反って弊害になることや色彩障害者が情報を読み取れずに不便に感じることを防ぐために、実際の照明条件や使用状況を想定して、どのような色覚の人にもなるべく見分けやすく　配色を選ぶ必要がある。使用する色を規定してその中で配色を行うことが望ましい。
標準化するにはデザイン制作料と著作権を認めて、多くの有能な人材を活用し、レベルの高いピクトグラムのデザイン開発に努めなければならない。ある一定期間の見直しは必要であり、柔軟に対処しリデザインできるシステムが必要である。標準案内図記号は標準化による臨機応変な工夫及び自由な創造の妨げとなりうる抑制を避けるため、統一されているほうが不特定多数の人々の画利用する場所にとって有益であり、安全を確保する上で必要不可欠である範囲のミニスタンダードを定めたほうがいい。しかしそれらを行うと、製作料を支払う財源が確保できるか、著作権を認めるとユニバーサルデザインとしてすべての人のために利用できなくなるなどの問題点も多い。逆に、製作料や著作権を認めないと有能な人物やデザインが集まらず、より良いものが製作されるのかも不安点が残る。ピクトグラムが統一されるまでには依然議論の余地がある。
４－２　採用する国・地域ごとの問題点の解決策
ピクトグラムが経済状態により普及されていない国には、他の国や団体から資金の援助や現物の支給を行う仕組みをつくる。
認知度の低い国や地域では、根付くまで行政や団体によるリーダーシップが必要である。学校教育の現場で学習時間を利用した教育、行政の広報誌やHP、イベントを通じてのより広範囲にわたるPR活動等、社会全体で取り組むことができるような普及活動が必要となる。
宗教や慣習などからピクトグラムが違う国々には、無理やり押し付けたりすることがないよう、新たに協議を行ったうえで新たな分かりやすいものを共同で製作する必要がある。標準化が行われた場合、期間を決めて設置を義務付けるのか努力義務とするのか、あるいは法案化できるかといった根本的な問題を行政とともに考える必要がある。今まであった既存のピクトグラムはどうするべきか、標準化されたピクトグラムを使用しない国、あるいは企業や団体については、一定の罰則を与えるなどの措置をとるべきではない。負担分が経営を圧迫しかねない。そのため、国、県、市などの行政や団体による財低的な支援やピクトグラムの配布が不可欠となる。
ピクトグラムが世界共通のサインとなるには、一筋縄で行かぬ多くの問題が存在する。しかし、その問題を一つひとつ改善・解決していけば、必ずすべてのひとが暮らしやすい環境の力添えになるであろう。
第５章　おわりに
なぜ言葉ではなく視覚言語を用いるのか、それは“誰にでも、すぐにわかる”ものにするためである。だからこそ、日本国内、さらには国際的にサインを統一していく必要がある。世界共通のサインとして、統一されればユニバーサルデザインとして現在の複雑で多様な生活環境において必要不可欠な情報伝達手段として、すべての人に優しい街づくり実現も可能である。それだけに氾濫や混乱は避けなければならないと強く思う。
ピクトグラムは言語、教育、経験、能力を超えて理解することが出来る伝達手段であり、現在日常生活に広く行き渡り市民権を得ている。さらに発展させることでさまざまなことに応用することができるという可能性も秘めている。単体だけでなく複数個使用することにより、サインとしての一方向のコミュニケーションから、絵ことばなどの双方向のコミュニケーション・システムへの進化もありえる。
また、世界中で人の行き来ややり取りが増すにつれ、このようなコミュニケーション手段が求められる時代へと変化するのではないかと予測される。ピクトグラムはまだまだ発展可能な要素があり、大変興味深い分野であると思う。
ピクトグラムが誕生して半世紀以上、ユニバーサルデザインの概念が出来て２１年経過したが、今後さらにピクトグラムが発展し、すべての人が快適に暮らせる環境になることを期待する。
〈参考資料〉
太田幸夫　『ピクトグラムのおはなし』　日本規格協会、1995年
村越愛策　『図記号のおはなし』　日本規格協会、1997年
田中直人・岩田三千子　『サイン環境のユニバーサルデザイン』　学芸出版社、1999年
WikipediaWikipediaだまだ時間が必要であり、うにあたって、



































































































（http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%94%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0）
ピクトグラム＆コミュニケーション（http://pic-com.jp/01_home.htm）
医療看護支援ピクトグラム
（http://www.asahikawa.jrc.or.jp/class/pdf/Kangobu-pictogram.pdf#search='医療看護支援ピクトグラム'）
食材ピクトグラム

（http://sankei.jp.msn.com/region/kanto/kanagawa/101110/kng1011102306010-n1.htm）
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